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授乳期に風しんワクチン（もしくは麻しん風しん混合ワクチン）を接種すると，乳汁

中に風しんワクチンウイルスが排泄されると聞きましたが，乳児に影響はないでしょ

うか。また，次の妊娠に備えてなるべく早く風しんの予防接種をしたいのですが，分

娩後どれくらい経過したら接種が可能でしょうか。

米国予防接種諮問委員会（Advisory Committee on Immunization Practices：ACIP）の報告によ

りますと，風しんワクチンウイルスは乳汁中に排泄され，母乳で保育される乳児に一時的に抗体産生が認め

られると報告されています。しかし，乳児は無症状であり，抗体価も低く，かつ，一時的であってこのよう

な形で乳児に風疹の免疫を与えるには至らなかったとされています。分娩後早い時期にワクチン接種を受け

ても，そのために授乳中の乳児に明らかな風疹の症状があらわれることはありません。（参照p14，Q10）

　また，妊娠中の検査でHI抗体価が１：16以下であった場合は次の妊娠に備えて出産後すぐあるいは１カ

月健診等の出産後早期のワクチン接種が望まれます。米国では風疹感受性者に対して出産後入院中の接種が

勧められています。わが国でも妊娠中の検査でHI抗体価が１：16以下であった場合は，出産直後のワクチ

ン接種が現在厚生労働省研究班を中心として始まっており，安全に接種できたことが報告されています

（Okuda M, Yamanaka M, Takahashi T,et al.：Positive rates for rubella antibody in pregnant women and

benefit of post-partum vaccination in a Japanese perinatal center.J Obstet Gynaecol Res. 34(2):168-73,

2008.）。

風しんワクチン接種後３週間以内に被接種者の咽頭から一過性にワクチンウイルスの排泄のあるこ

とが認められますが，このウイルスによる周囲への感染は起こりませんので，接種しても差し支えありませ

ん。むしろ，接種を受けていない子どもが自然感染を受け，そこから妊婦が感染を受ける方がリスクは高い

と考えられます。（参照p14，Q10　p25，Q8）

妊娠出産年齢層の女性に風しんワクチン（麻しん風しん混合ワクチンもしくは麻しん

ワクチン）を接種する場合，特に注意することがあるでしょうか。

妊娠していない時期（生理期間中またはその直後がよい）にワクチン接種を行い，その後２カ月間

避妊するよう注意する必要があります。誤って妊娠３カ月以内に風しんワクチンを接種した時のワクチンウ

イルスによる先天性風疹症候群（congenital rubella syndrome : CRS）の出生は報告としてはありません

が，理論上のリスクを回避する意味で，妊婦は麻しん風しん混合ワクチン，麻しんワクチン，風しんワクチ

ンの接種不適当者であることに変わりありません。

　ただし万が一妊娠していることに気付かずこれらのいずれかのワクチンを受けてしまった場合でも，その

リスクの低さから妊娠を中断する必要はありません。

 　コスタリカでは，平成13年（2001）５月に，15～39歳の男女に麻しん風しん混合ワクチンの全国的な

接種キャンペーンを実施しましたが，妊娠していることに気付かずワクチンを接種した妊婦について，流産，

死産，未熟児，低出生体重児，CRSの有無についてOR（95％CI）を計算したところワクチン接種との間に

関連はなく，出生児の中に，CRSの児はいなかったと報告しています（Badilla　Xiomara，et al：Fetal Risk

Associated With Rubella Vaccination During Pregnancy. Pediatric Infectious Disease Journal. 26 (9) : 830

- 835, 2007.）。（参照p14，Q10　p25，Q9）

家族に妊娠５カ月以内の妊婦がいる場合，子どもに麻しん風しん混合ワクチンもしく

は風しんワクチンを接種してもよいでしょうか。


